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研究課題名：体格の大きなアスリートにおける引退前後の代謝疾患リスクの変化に関する
情報公開 
 
 
１．研究の対象 

大学にて運動部に所属する体格の大きな男子アスリート（体格指数：26 kg/m2 以上
かつ体重 85 kg 以上），運動部に所属する体格指数が 26 kg/m2未満かつ体重 85 kg 未満
のアスリート，および運動部に所属しない男子大学生合計 45名を対象とします． 

  
２．研究目的・方法・研究期間 

本研究の目的は，体格の大きなアスリートの引退前後の代謝疾患リスクを明らかに
することです．この目的を達成するために，体格の大きなアスリートの現役引退直後と
引退 1 年後の身体組成や代謝指標などを比較します．若齢にもかかわらず引退後の代
謝疾患リスクが高ければ，将来的に糖尿病や動脈硬化症などの代謝疾患を罹患する可
能性が高くなります．本研究の成果は，体格の大きなアスリートにおける将来的な代謝
疾患の発症予防に役立ちます． 
対象者には，磁気共鳴画像（MRI）装置検査，身体組成検査，超音波検査，体力測定，
血液検査，血圧の測定，動脈硬化度の測定，生活習慣および身体活動量調査，健康に関
する問診票への記入，食事調査を，1年の間隔をあけて 2回お願いします． 
研究期間は 2018 年 11 月 9 日（実施承認日）～2027 年 3月 31日を予定しています． 
 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：年齢，身長，体重，MRI による腹部と大腿部の脂肪や骨格筋の横断面積および筋
細胞内外の脂肪量，身体組成，超音波検査による腹部と大腿部の筋厚・脂肪厚や筋内脂
肪指標，体力測定値，血液検査値，血圧測定値，動脈硬化度，生活習慣，身体活動状況，
既往歴，食事摂取状況など 
試料：血液検体 
 

４．研究資金・利益相反 
本研究に必要な資金は，運営費交付金，奨学寄附金，日本学術振興会あるいは名古屋
学芸大学教員研究費から提供されます．研究責任者や研究分担者への研究資金以外の
資金提供は一切ありません．また，寄附者が研究の計画・実施・結果に影響を与えるこ
ともありません．本研究の実施や結果報告の際には，金銭的な利益やそれ以外の個人的
な利益のために結果を偽るようなことはありません． 
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５．個人情報の取り扱い 
調査の回答を電子媒体に入力する際には匿名化（対応表を使用）し，個人が特定で 
きない状態にします．匿名化されたデータは，インターネットに接続しない外付けハー
ドディスクに保存し，対応表とは別の施錠できるキャビネットにて保管されます．  
 
 

６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がございましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい． 
（担当者） 
名古屋学芸大学管理栄養学科・特任講師・大嶋里美（電話 090-8116-4210） 
名古屋大学総合保健体育科学センター・准教授・田中憲子（電話 052-789-3948，
ファックス 052-789-3957） 
（研究責任者） 
名古屋大学総合保健体育科学センター・教授・片山 敬章 

 
 


